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FIRE  DEPARTMENT  HITACHIOMIYA
消防本部（隊）　　　　　　　常陸大宮 第53回

　１月、２月に市内各小学校の３年生が、社会科学習の一環として東消防署に来署し、
通信指令室や消防車両、緊急出動の様子などを見学し、消防の仕事について学習しました。

　常陸大宮市消防団女性部は、２月11・13・14日の３日間、消防本部において「応急手当普及員講習会」
を受講しました。常陸大宮済生会病院の医師を招いての講義、消防本部救急救命士の講義・実技指導を
受け、心肺蘇生法や気道異物除去法、止血法などを学びました。今後は「応急手当普及員」として、一
人でも多くの市民への応急手当啓発活動に努めていき
ます。

◆◆◆ 使えますか？ＡＥＤ ◆◆◆
　ＡＥＤとは自動体外式除細動器のことで、コンピューターで傷病者の心
臓のリズムを自動的に調べ、電気ショックによる除細動が必要かどうか決
定するとともに、どういう操作をすべきか音声メッセージで指示し、必要
な場合に限り除細動を行うための医療機器です。ＡＥＤの操作は、電源
を入れた後、ＡＥＤの音声メッセージに従い誰でも簡単に使うことがで

きますが、心肺蘇生法の流れの中で電気
ショックによる除細動を速やかに行うこ
とがとても重要です。「救命のチャンス」
を見逃さないよう救急講習を受講しま
しょう。

▲消防車両の見学 ▲通信指令室の見学

▲市役所１階にも設置されています

市内の小学３年生が見学に来署しました

女性消防団応急手当普及員講習会


